
 

 

 
 

11月３日(火)、坂下高校、秋のオープンキャンパスを開

催しました。学校・各学科の紹介、生徒会・家庭クラブによ

る学校紹介の後、中学生の皆さんは授業を自由に見学して

いました。普通科では、ICTを活用した「国語」「数学」「英

語」などの授業、福祉科では、高齢者の特徴について知る

「こころとからだの理解」の授業、生活文化科では、坂下

高校ならではの「学校茶道」

の授業などを見学してもら

いました。アンケートには、

「授業の雰囲気がとてもよ

く、楽しそうだった。」「先

輩たちの、生き生きした表

情が見られた。」という意見

が多くありました。 

 
 
11月２日(月)、役員選挙が行われ、５日(木)の認証式の

後、後期生徒会が正式にスタートしました。 

校長室にて、６人の生徒会執行部役員と６人の専門委員

長が少し緊張気味でしたが、やる気と決意に満ちた表情

で、認証状を受け取りました。前期と変わらず、様々な制

約が多くなると予想される中、できることを工夫してほし

い、という校長先生の言葉に真剣な眼差しで聞き入り、力

強く頷いていました。 

 
 
 

 
 

10月 15日(木)、やさかの５年生が、長野県にある阿南少

年自然の家で「阿南研修」を行いました。例年は宿泊研修

ですが、今年は日帰りとなりました。 

仲間づくりの活動やオリエンテーリングを行いました。

短い研修時間でしたが、川上や

山口の仲間とすぐに打ち解け、

オリエンテーリングでは、地図

を見て声を掛け合いながら、協

力してポイントを回る姿が見

られました。 

 
 
 

 
 
11 月６日(金)、芋掘りをしました。休園が明けた後、 

４・５歳児が植えてくれたお芋がすくすく育ち、たくさん

採れました。小さい子も大きい子

もわくわくしながら蔓を引っ張っ

たり、土を掘ったりしました。焼

き芋をするのが楽しみです。 

  
    

日 曜日 行 事 名 時 間 場 所 

15 火 ３歳児健診 13:00～13:15 あおぞら 

16 水 いきいき元気教室 13:30～15:00 坂下公民館３階大会議室 

  行政･人権相談 13:30～15:00 坂下総合事務所第２庁舎 

22 火 定例区長会 13:30～ 坂下総合事務所第２庁舎 

24 木 ３か月児健診 13:00～13:10 あおぞら 

  坂下高校２学期終業式   

  やさか地区農業委員会・農地相談 9:30～ 坂下総合事務所 

25 金 小・中学校２学期終業式   

28 月 官公庁仕事納め   

 
ご み の 収 集 日 

燃 え る ご み 毎週 月・木曜日 

燃えないごみ 12 月 2 日(水) 

資源・硬質ごみ 12 月 9 日(水) 

大 型 ご み 12 月 18 日(金) 

有 害 ご み 12 月の収集はありません 

人口と世帯数 

（令和２年 11 月１日現在） 

人口 
４，３４０人(前月比 10 人減) 

男 ２，０９９人 、女 ２，２４１人 

世帯数 １，６７１世帯(前月比 ２世帯減) 
 

  
慶弔のお知らせ 
10月 11日から11月 10日の 

坂下総合事務所への届出分 

 

《 12月の主な行事 》

 
●ご逝去 

 

與 川
よ が わ

 良 一
りょういち

 (91 歳) 宮 前 町 

田 口
た ぐ ち

 啓 子
け い こ

 (71 歳) 宮 前 町 

森
もり

 正 勝
ま さ か つ

 (82 歳) 中 外 

村 田
む ら た

 正 人
ま さ と

 (85 歳) 西 方 寺 

年末は12月 28日(月)が 特別収集日 
年始は01月 04日(月)が 特別収集日 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

坂下ヘボ愛好会(会長 楯 美津男)が、11月１日(日)にヘ

ボ(地蜂)コンテストを開催しました。 

このコンテストは、山で採取したヘボの巣を育て、大きさ

を競うものです。 

今年は、山の巣の数が少なく、大きさも期待に反し、極端

に小さい巣となりました。 

東濃地方で毎年行われるコンテストも、新型コロナウイル

スの影響で、軒並中止するところが多い中での大会でした。 

 

結果は次のとおりです。 

優 勝  楯 美津男(新田)3.70ｋｇ 

準優勝  内木 洋平(川上)3.60ｋｇ 

３ 位  原  武 (川上)3.50ｋｇ 

ヘボの巣(地蜂)コンテスト 

美濃坂下ライオンズクラブから寄付をいただきました 

  11月５日(木)、美濃坂下ライオンズ例会にて、美濃坂下ライ

オンズクラブ(会長 鎌田 則之)から坂下地内の教育・医療施

設へ寄付をいただきました。 

  本年、美濃坂下ライオンズクラブが結成50周年を迎えられ、

その記念事業として坂下地内の教育施設及び医療施設に対し

て施設備品の贈呈が行われたものです。 

 

 ●寄付先と備品 

 ・坂下保育園 … 「洗濯機・掃除機」 

 ・坂下小学校 … 「赤外線暖房機」 

 ・坂下中学校 … 「簡易自走草刈り機」 

 ・国保坂下診療所 … 「自動検温装置」 

 

寄付をいただきました備品は大事に使用させてもらいます。 

ありがとうございました。 



 

 

 
 

  

 

 

 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
11月１日付けの人事異動により１名の職員が補填されました。 
新しいメンバーで頑張っていきますのでよろしくお願いします。 
 
★よろしくお願いします 
・所長補佐 曽我 悟（農林整備課から転入） 

坂下総合事務所職員異動のお知らせ 

①岐阜県警察本部長・岐阜県防犯協会

理事長連名表彰  

10 月 20 日(火)、中津川市新聞販

売店地域安全協力会長の田口勝晴様

（伝馬町）が、防犯功労者表彰を受

賞されました。この表彰は長年の地

域防犯活動が認められたものです。 

令和２年度 

曽我五郎十郎翁顕彰祭 
 
10月 17日(土)、坂下神社境内（拝殿）に於

いて区長会の主催で、翁ご子孫の曽我浩典様

をはじめ、やさか観光協会、まちづくり協議会

の他、関係者の皆さんが集い、曽我五郎十郎翁

の功績を称え顕彰祭が執り行われました。 

⇒ 

顕
彰
祭
に
参
加
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん 

親子で絵本を楽しもう！ 

坂下保育園保護者会の「みちくさの会」と坂下公民

館のコラボ企画で、坂下公民館１階ホールに「みちく

さの会コーナー」を設けました。 

 保護者会が、園児のお父さんお母さんにアンケート

をとり、おすすめの絵本をコメント付きで募集。公民

館がその本を市内から集め、保護者会の手作りPOPと

ともに展示しました。 

 みんなが集まって何かをするのが難しい状況のな

か、絵本を介して交流するという新しい試みで、園の

帰りや休みの日にコーナーを訪れる親子連れが多く

見られました。家庭での親子の時間がより豊かになっ

たことでしょう。 

展示は12月５日(土)までの予定です。 

笑顔咲く坂下に！ 
 

公 民 館 だ よ り 

②中津川地区防犯協会長・中津川警察

署長連名表彰  

10月 28日(水)、坂下地区地域安全

指導員の山内總太郎様（小野沢）、お

よび坂下ウォーキングの会、クラブ

さんからり所属の原宣之様（新町）が

長年の地域防犯活動に対し、「防犯功

労者表彰」を受賞されました。 

 

受賞おめでとうございます 

市の「がんばる地域サポート事業」を受け

ている団体「チャームメイツ」のメンバーが、

坂下総合体育館の花壇を整備。きれいになっ

た花いっぱいの花壇が、道行く人の目を楽し

ませています。 

 「チャームメイツ」は坂下在住のメンバー

７人からなる団体で、現在もメンバー募集

中。「笑顔咲く坂下」をモットーに、花で和

む環境の整備や、地域を盛り上げる企画つく

りに取り組んでいるとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

10月 26日(月)、区長会主催で地球温暖化対策について「今、知ってほしい！

地球温暖化と私達ができること」をテーマに出前講座を開催しました。 

 講師は、中津川市環境政策課の鈴木係長で、地球温暖化対策として温室効果

ガスの削減、エネルギーＣＯ２の削減

など、私たちが身近に取り組むことが

できる３Ｒ（スリーアール） 

Ｒeduce(リデュース、ごみを減らす) 

Ｒeuse（リユース、繰り返し使う） 

Ｒecycle(リサイクル、再生利用) 

についてわかりやすく説明して頂きました。この講座には健康推進員、女性防火

クラブ、坂下まちづくり協議会の皆さんを含め 19名の参加があり、日常生活に

役立つ有意義な講座となりました。 

 

 

20日 

 

毎月第３日曜日は「家庭の日」中津川市青少年健全育成推進市民会議 
 

・おうちの しごとは みんなで やろう 

郷土文化財保存会員 

早川
はやかわ

 英雄
ひ で お

 

↑ 法力屋教会脇にある２体の霊神碑 

 左は「若富霊神」昭和11年建立 

 右は「八清霊神、覚勇霊神、八頭女霊神」 

昭和１６年建立 

↑代々受け継がれた法螺貝 

＜霊神
れいじん

碑
ひ

と御岳信仰４＞ 

外洞には「若富霊神」（中外、木材寄進、昭和１１年建立）、「八

清霊神・覚勇霊神・八頭女霊神」（中外、昭和１６年建立）があ

ります。 

この地域も御嶽信仰が盛んであったと思われます。御嶽教法

力屋教会があり、覚明霊神書の掛け軸を保存されているとのこ

とです。代々使用してきた法螺貝を見せてもらいました。２代の

斧吉行者(安政５年～昭和３年)は「原明霊神」で霊神碑は墓地に

あるそうです。斧吉行者の名は神変講社内「貴徳院」尊像の願主

として刻まれています。 

１月、２月の寒中には坂下のあちこちへ出かけて「やぎとう

(家祈祷)」を熱心に行い、坂下中の平安を祈願されたようです。

その折には家族全員でお札作りを行っていたそうです。また、４

月には法力屋教会で５０人余の人達が集まり盛大な祭りが行わ

れていたと聞きます。 

町組乙坂のわが家へも、この地の行者と従者を２月の寒い頃に

迎えていました。座敷の床の間に祭壇を設け御座儀礼が行われま

した。儀礼が始まると年寄りと一緒に儀礼の席に着かされ怖い思

いを何度かさせられました。行者は般若心経を唱え徐々に神がか

ってくると体を震わせブツブツといい、携えている刃物がポンと

飛び出したりします。私には何をつぶやいているか分かりません

が、主はあらかじめ家内安全などの願い事を伝えていて、その願い

が叶うか否かの回答が従者を通して伝えられたのでしょう。主は

それなりに納得していたように思われました。さらに１０種類ぐ

らいの神札をいただきますが、後日この札をあちらこちらへ貼り

付けて回るのが私の仕事でした。主は直会を催し行者一行をもて

なし宿泊してもらい、行者は翌朝次の家を訪問していきました。

環境政策課出前講座を開催 


